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て葉たばこ専作化へと変化したことがあげられる。第

2に，絶対の条件になる畑地の拡大を図ったこと，第

5に，省力技術の導入，機械，施設の充実など，資本

への依存を強め，労働集約から相対的に資本集約へ転

換したことである。更に，この規模拡大が実現し得た

要因の1っに，耕作品種（松川葉）が連作可能である

ことがあげられる。つまり，かっては2年に1回の葉

たばこ畑としての利用であったが，連作可能となった

ことによって，畑地から受ける規模規制は緩和された

のである。

より大幅な省力を実現することによって，雇用労働

力を減少し，更には耕作規模の一層の拡大が可能か否

か，また労働の資本による代替によって，所得の増加

が実現し得るか否か。これらの検討が菓たばこ専作自

立経営としての性格をより強めるための課題である。

なお，この規模拡大の過程のなかで，収量，品質の

維持向上のため地力の向上を図るようにしなければな

らない。連作している現在，連作障害としての土壌病

害虫の増加，数量要素欠乏，土佐の低下など収量低下

に結び付く要因を多く持っている。これらに対処する

ためには完熟唯底肥の充分な施用，土壌消毒の完全実

施など技術的対策の確立が必要である。

畑作経営の展開と土壌改造の意義

村上哲太郎・中村　博泰・長閑　正道
（岩手県農業試験場）

1　ま　え　が　き

県内における畑作地帯は，一般的に劣悪な土磯条件

下にあるため，畑生産力は低位な水準にとどまらざる

を得ず，畑作経営停滞の一因となっている。しかし，

昭和48年以降，継続して実施されてきた土壌改造に

関する一連の研究の結果，畑生産力が飛感的に増大す

るのみならず，土壌の性格を基本的に変えようとする

技術であることが実証された。

しかし，この技術の導入にあたっては，改造投資が

かなりの額となり，塊状の畑作経営農家の経済力から

みて負担は小さくはない。

したがって，今後この技術を普及，拡大する上での

導入の手順・方法を明らかにしつつ土壌改造技術が畑

作経営の展開に果たす役割と展開方向を究明しようと

した。

2　調査方法と結果

調査対象地域は，研究の目的から土壌改造がかなり

の農家で実施している集落を選定した。しかも少なく

とも2～5年経過していることを条件とし，実施農家

からの聞取りと，その分析を中心に時系列的な経営の

変化と土壌改造の関連を検討した。

1　経営内における作目の変遷

調査地帯における作目の変遷は，昭和50年ころま

では，水稲・酪農・雑穀（麦・ダイズ）が主体であっ

たが，50～40年には，産宮内における基幹部門の親

横拡大と省力化による幾械化も盛んで，酪農・水稲・

商品作目としてのタバコ，ホップ，更には，カソラン

を主体に野菜栽培への変化がみられる。40年以降は，

土壌改造技術の導入により，高級野菜の栽培が可能と

なり，作目の構成に急激な変化がみられ，今まで経営

の基幹部門であった作目を縮小又は，排除しながら野

菜面積の拡大を図り専業的農家も出つつあることなど

から，経営の展開は，商品化志向の動きが活発化して

いることが認められる。

2　土壌改造の効果

このような農家の経営志向に基づく畑作経営の展開

は，土壌改造技術の確立による動向とみられ，この技

術の効果を主要な作物について検討したのが弟1表で

ある。

いずれの作物も増収効果が高く，レタス（葉菜煩）

180動　コムギ（種殺頒）160～180蕗，ニンジン

（根菜戚）150感の増収を示し，史に重要なことは，

d質の向上が著しいため店晶化率の向上により明らか

に有意差の出やすい商占作物を中心にト土盛改造技術
を蹟鹿的に導入している。

一九　土鳩改造後の輪作体系は，1年日は各地域と

も，レタス・ニンジン・キュウリなど，特に収益性の

高いものが選択され，2年日も同じ作物の連作形感が

大部分で・5年目にスイートコーン，畑イネなどが作

付され連作障害を回避する傾向がみられる。いずれに

しても，野菜の連作傾向が一般的に多いことは，土壌

改造の特徴とみるべきで・持続年数が長いこと，表土

剥離など技術の付加により障害の軽減・改造投資額の

聞達などから・作物選択を特徴づけている。
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（県鼻試資料）
　　 作 物　　P 吸

項 目

ス イ ー ト　コ ー ン 短 限 ニ ン ジ ン レ　　　 タ　　　 ス

▲　未 改 造 改　　 造 未 改 造 改　　 造 未 改 造 改　　 造

0．7 5 珍 8．0 痴 1 2 ．0 解 0．7 5 占．0 1 2 ．0 0．7 5 8．0 12 ．8

収 収　　　　　　 量 （桓 占5 8 9 5 4 1，0 4 7 2 ．9 5 2 5 ，7 4 9 5 ，8 0 8 1，8 5 4 乙 5 5 8 5 ．18 7

j L
＝＝

上　 品　 収　 量 （相 4 59 6 9 2 7 9 8 2 ．2 8 5 2 ．8 5 4 5 ，7 0 9 9 1 6 1．8 7 5 5 0 8 5
販　 売　 価　 格 （円 20 ．D 5 9 2 現 4 5 6 5 2 ．9 0 7 1 1 5 ，8 8 0 1 4 2 ，9 9 8 1d 5 ，1 7 （～ 8 0，5 5 2 1 2 0 8 5 1 1 7 8 ．9 0 5

5 1，75 4費
生　 産　 費　 用 （円） 1 1，5 7 8 2 1，0 0 8 2 訂 示 8 1q l O 7 2 8 ，7 5 7 5 4 ，0 2 7 1 占，8 1 4 2 （5，4 4 4

用
流　 通　 費　 用 ス 7 5 8 1 1，5 5 0 1 2 ，48 5 5 5 ，4 d d 砧 ，8 5 2 7 0 ，5 8 9 4 5 ，8 2 5 5 ス7 1 8 8 0 ．5 5 9
費　 用　 合　 計 〔円 1 具 1 1占 5 2 ．5 5 8 5 又 7 8 5 7 2 ．5 7 5 9 5 ，5 8 9 1 0 4 ，4 は d O （i5 9 8 4 1 6 2 1 1 2 ，2 7 5

1 7 1．9

改

増　 画 一■「 訂 】 膏 （褒 10 0 ． 1 4 5 ．0 15 鼠 1 10 0 1 2 7 0 1 2 鼠0 1 0 0 1 2 （5．0
上　 品　 割　 合 （喀） d 9 7　　　 7 2 ．5 7 6．2 7 7 4

4 1－5 0 7

7 5 ．8 9 7 4 4 見4

1 え7 15

8 0．2 9 （～．8

造

効

果

霊 ㌔ る ㌔ 墓 相
2 9 8 5 8 9 7 9 7 8 5 8 4 8 2 1，5 5 5

増 収 販 売 金 額 （円） 具 4 1 7 12 ，9 8 8 2 9ゝ1 1 d 5 1，29 （i 4 0，29 9 9 8 ，5 5 5

増 収 領 一 改 造 費 （円 －2 1 5 －1．9 5 2 1 号4 8 占 5 °，5 7 6 5 D，d d 9 8 5，8 5 5

所　　　　　 得 9 2 5　　 －2 ．8 8 2 一8．8 7 6 4 71 4 2 7 d D ，7 8 0 5 6，4 8 9 8 6 ，4 5 2

摘 要 上　 品　 規　 格 5 0 d F ＞　　　 10 0 、七 ＞　　　 ‾－ ‾訂 級 ＞　　I

作 物

項　 目　　　 P 吸 未 改 造 政　　 道 末 改 造 改　　 造

0 ．7 5 占．ロ 1 2 ．D 0 ．7 5 8．0 1 2 ．0

収 収　　　　　　 量 牡の 2 8 （i 5 8 9 5 1 5 2 ，9 2 8 5 ．4 2 5 5 ，d 9 5

量
上　 品　 収　 量 ¢ ダ） 1 4 9 1 9 5 5 5 5 1．8 9 5 2 ，5 1 7 2 ．8 88

販　 売　 価　 格 （円 ） 1 7；1 2 0 1 9 L 4 8 0 2 ろ4 2 0 4 8，19 0 5 号4 2 0 8 5 8 1 0

費

用

生　 産　 費　 用 （円） 5 ，4 9 0

5，4 9 0

1 5 ，12 0

1 5 ，1 2 0

2 0 ，4 1 0

2 0，4 1 0

2 5，0 0 8 5 2 ．8 5 占 5 ス 9 2 占

流　 通　 戎　 用 2 0 ，0 40 2 5 ，8 4 4 2 5 ．8 9 0

費　 用　 合　 評 卸 ） 4 5．0 4 8 5 8 ，4 8 0 占5 8 1 8　 注 ・ 土 壌 改 造 費 用 は 単

改

増　 収　 割　 合（啄 ） 10 0 1 5 （5．0 18 0 ．0 1 こ10 1 1 7 1 1 2 占．2　　　　 年 度 計 算 の た め 費

上　 品　 割　 合 （多） 5 2 ．0

1 1．6 5 0

5 0 ．0 8 4 ．d 8 4 ．7

5 ．1 4 4

7 5．5 7 8 ・2　　　 用 に 入 れ た 。

造
未　 改 造　 に

対 す る 増 量 ¢ め
1 0 5 2 2 9 4 9 9 7 8 7　　　　 販 売 価 格 は 上 品 と

効

果

増 収 販 売 金 額 （卜））

増 収 頗 一 改 造 費 （町 ）

2 ，5 4 0

－7 29 0

1 0 ，5 0 0

－4，d 2 0

1 1．2 5 0

1，8 0 0

　　 中 品 以 下 の 2 区 分

1三 ；岩呂　 に し た 。

所　　　　　 得 4 ．5 4 0 ろ 0 1 0 2 ，9 4 0 1，9 9 4

摘 要 上　 品　 規　 格 ‾ ‾ 「 云盲＼／蒜 ‾丁 －　　　　　　 朗0 才 ＞

5　土壌改造に伴う費用と手順

第2表に示すとおり，10a当り改造費は，最低4．100

～14，800円と農家差が認められる。

これは，土壌の性質による差に起因するが，県内の

畑土壌では，最高15，00〇円の投資亜となるため，たい

した負担額とはならない。

しかし，これらの畑作地帯は，比較的に面積が大き

く，畑全面積を一度に改造した場合20～40万に達

するため，自己資金で賄うとすれば負担感も大きい。

そこで，この負担を軽減するため，作物により施用墓

を変えている例もみられ，短年度にかなりの廊積を改

造するタイプと，比較的小面債ずつ実施するタイプ，

更には，施用量についても，必要蛙を全量1年に施用

するタイプと，疲年にわたって分割施用するタイプに

分けられる。

いずれにしても，最終的には全量を施すことになる

ため，どの投資過程をとっても同一の収益結果となる。

しかし，投資過程中における収益差が作物の壇頴によ

り生じてくるため，投資手順に大きな意味の違いを示

す。

例えば，レタスのように完全に改造することにより，

増収効果・商品化率が高まる作物では，小面横でも一

気に改造した方が有利であり，ニンジンのように，収

量・品質差の比較的に低い作物は，分割投資し大きい

面積を改造した方が有利となる。

4　作目の選択と経営の展開

改造技術の効果と改造投資額の見合いから，早い年

数で償還するため，高収益作目が優先的に選択され，

純収益で1．5万円，所得で5万円以上の作目・レタス・

キ1ウリ・タバコはもちろんのこと，畑イネ・スイート

コーンなどの作物が，土盛改造技術との結び付きが容

易である（第5蓑）。

したがって，以上の作物であれば資本回収が1年で

可能となる。
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第2表　土壌改良に伴う費用
（単位　10アール当り円）

芋 普　 通　 の　 方　 法 別　　 方　　 法

備　 考
資材費　 耕　 起　 盛地 1回分　 散 布　 その他 合　 計 資 材費　 耕 起　　 整 地　　 散 布　　 合 計

1 1 12 0　 1，4 15　　 5 10　　　 9 15 買95 8 2．508　 1，41 5　　 5 10　　　 45 0　　 4．88 8

2 5，98 0　 1，4 15　　 5 10　　　 8 25 8．728
i室蘭 1－4 15　 5 10　 52 5　 駆 畠

5 4，12 0　 1．4 15　　 5 10　　　 °00 8，8 45

1

2

5

4，58 8 1，4 15 5 10 5 25 ス0 00

8，92 0 1，4 15 5 10 7 80

15，8 5（～

1 1，8 25

2，59 2　 1，4 15　　 5 10　　　 5 5 0　　 4．8 45

1．99 2円

2年 目以
降 投下

4 5，9 40　 1．4 15　　 5 10　　　 8 10 S，d 75

5 2，50 0　 1，4 15　　 5 10　　　 5 90 4，8 15

‘

7

8

5，124 1，4 15 5 10 5 10
闇 1・4 15 5 10 闇

5，75 0 1，4 15 5 10 9 75

5．5 57
闇 召

し4，505
8．8 48

9
鳥 揺 1．4 15　 5 10　 描 呂 一°，d 45

L R 0 05

10
将 星3 1－4 15　 5 10　 瀾 用 言鍔

1 1 4，7 24　 1，4 15　　 5 10　 1，1 10 ス757 1，79 d　 l．4 15　　 5 10　　　 59 0　　 4，10 9

1 8，220　 1，4 15　　　 5 10　　　 9 00 11，045

2

5

4

ス44 0 1，4 15 5 10 9 00

11．0 10 1，4 15 510 1，12 5

10，2占5

14，058

5 11，5 40　 1，415　　　 5 10　 1，2 0 0 14，6 65

d
闇 ヲ2 1，4 15　 5 10　 澗 … 庸 33

7 8，22D　 1，4 15　　　 5 10　　　 9 00 11，045

8 4，12 0　 1，4 15　 ・5 10　　　 80 0 占，845

9 8，220　 1，4 15　　　 5 10　　　 9 00 11，045

10 管880　 1，4 15　　 5 10　 1，0 50 1乙8 55

11 10，50 D　 l，4 15　　　 5 10　 1，0 80 15，505

1 5，52 4　 1．4 15　　　 5 10　　　 5 10 5，75 7

2 乳480　 1．4 1 5　　　 5 10　　　 9 0 0 1乙508

1

2 ス05 0　 1，4 15　　 5 1D　 1，0 55 具9 88

5 4，92 0　　 1．4 15　　　 5 10　　　 9 00 ス745

4 8．920　 1，4 15　　 5 10　 1，0 5 0 11，895

5
冊 謂 1・4 15　 5 10　 閲 聯 言喜

注1）資材価格（毎当り円）炭カル4・0，消石灰5・5，苦土石灰5・ロ，膚りん“，PM膚りん24．4，
過石1RO，重過石28．0

2）耕起：整地作業原価は稲作経営指標（営農指導課45年度）による

5）散布：作業原価1毎当り1．5円（稲作経営指標による）
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事実，農家の意向は，改造による効果の持続年数が

長いと云っても，短期間に償還できる技術でなければ

病歴的に導入しないとしていることからもほは合致す

る0

以上のことから，土壌改造の導入を実践として畑作

第5表　各作物の収益比較

（1）一般作物

地帯の作物の構成が急激に変化しており，改造後の作

物選択からみて野菜導入が前提となり，経営に対する

農家の将来志向と併せて畑作運営展開の重要なパター

ンを規定している。

　　 作 物 別

項　 目

コ　 ム　 ギ 畑　 イ　 ネ ダ　 イ　 ズ
ソ　 パ

A B A 8 A B

粗
収　　　　 量 枇∂ 5 0 0 4 2 tI 4 2 0 5 0 0 5 0 0

8 8

2 4 0 1 5 0

収 単　　　　 価 （円 d O d D 1 5 5 1 5 5 8 0 1 0 0

入
金　　　 額 的 5 0，0 0 0 2 5 ．2 0 0 5 8 ．7 0 0 4 0 ，5 0 0 2 4 ，0 0 0

1 具 2 0 0 1 5 ，0 0 0

収　 入　 合　 評 再 5 0，0 0 0 2 5 ．2 0 0 5 8 ，7 0 0 4 0 ，5 0 D 2 4 ．0 0 D 1 q 2 0 0 1 5 ．0 0 0

経

営

費

穂　 首　 費 （再
5 8 0

（2 5 0 ）
4 5 1

（5 8 8 ）

d O O

（4 1 占）

d O O

（4 5 0 ）

（2 8 5 ） （6 0 5 ） （7 7 0 ）

肥　　 料　　 費
2，8 0 0 2 ，4 4 4 5 ．0 5 7 2 ，8 2 0 7 2 5

d O 4
1．5 8 0

8 5 0

（7 0 0 ） （5 2 8 ） （8 5 7 ） （7 5 0 ） （1 0 0 ）

農　　 秦　　 費 1，5 0 0 2 4 乙 2 0 0 1，9 0 8 5 9 0 5 4

諸　 材　 料　 費 1，1 2 8 9 4 5 4 ．2 5 5 5 ，2 5 0 7 4 0 7 1 5

光 熱 料 費

賃 料 料 費

小 鼻 具 費

5 5 0

4 9

4 2 1

5 8

5 5 0

8 5

2 8 7

5 9

1 2 2

1 1 5

1 9 1

8 1 2

5 7 0

2 ，2 5 1値　　 却　　 費 2，5 0 7 2 ，0 8 1 4 ．5 9 7 1．5 7 1 5，5 7 0

労　　 働　　 費 （乙 4 0 0 ） （1 2 ，7 0 5 ） （4，5 5 0 ） （1 5，7 2 5 ） （ス 2 0 0 ） （1 乙 5 1 5 ） （5，8 0 0 ）

費　 用　　 合　 計 1 0，8 9 4 1 乳 1 0 9 1 号 4 5 4 2 5，9 9 2
1 5，1 2 7 1 5 ，2 7 7 q O 2 1

（内　 自　 給　 費　 用 ） （5，5 5 0 ） （1 5 ，8 1 9 ） （5，4 0 5 ） （1 4 ，9 2 5 ） （ス 4 8 5 ） （1 5 ．0 2 0 ） （5，8 0 0 ）

1 0 a　 当　 り　 所　 得 2 乙4 5 8 1 具7 1 0 4 2 ，6 6 9 5 1，4 5 5 1 8 ，5 5 8 1 8 ．9 4 5 R 5 7 9

〝　 労 働 時 間 1 8．0 8 4 ．7 2 9 0 9 1，5 4 8 ．0 8 6 ．5 2 4 ．0
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（2）商品作物

　　 作 物 別

項　 目
パ レイ シ ョ

スイ ー ト

コ ‾ こ／

麺　 択

ニ ンジ ン
キ ュウ リ

レ タス 直 播 （裸 地 ） レタ ス 育 苗 マ ル チ

タ バ コ ホ ッ プ
8 A B A

租 収　　　 量 紬 2 ，5 0 0 1，5 0 0 1，8 0 0 ろ0 0 0 1，5 8 0 2 ，2 5 0 2 ．1 5 0 乙 5 4 0 5 0 0 2 0 0

収 単　　　 価 ㈹ 2 0 5 5 4 4 ‘7 5 8 8 8 8 1 d l 5 9 5 7 9 5

入 金　　　　　 額 50 ，0 0 0 鮎 ，0 0 0 7 具 2 0 0 4 d q O O O 8 ス 0 0 0 1 乳 0 0 0 1 1 5 1・15 0 1 5 4 ，9 4 0 1 7 8 ，0 0 0 1 5 q O O O

収　 入　 合　 計 （円 5 0 ，0 0 0 5 占，0 0 0 7 具 2 0 0 4 棉 0 0 0 8 7：0 0 0 1 5 5 ．0 0 0 1 5 1，15 0 1 5 4 ，9 4 0 1 7 8 ，0 0 0 1 5 R O D O

経

営

種　 苗　 費 （円 14 ，4 0 0 2 ，2 0 0 2 ，5 0 0 2 ．5 8 0 5 d G 1，5 0 0 ス2 9 4 ろ2 9 4

8 ，1 2 7

2 4 ，00 0

肥　 料　　 費 5，5 8 5 4 ，8 8 5 1 0，1 2 7 2 2 ，7 1 7 占，2 9 1 8 ，2 2 2 1 4 ，5 08

5 ．5 7 5

q d 4 2

5 ，5 7 5

1 5 ，9 5 4

農 薬 費

諸 材 料 費

4 ，8 7 0

5．7 5 8

1，7 5 0

2 5 5

2 4

ス 8 8 5

2 7 1

1 2 ，8 0 8

6 0，7 4 5

1，1 5 0

1 8 1

4 8 9

2 ，2 8 8

5 1 4

5 8 8

1，7 2 6

8．4 0 7

1 ろ 47 0

2 ，9 1 5

光　 熱　 料　 費 5 2 9

5 ，5 8 1

9 2 5

1，5 8 7

5 0 5

4 ．4 9 0

2 4 9 1，59 9 4 ．5 5 8

費

賃 料 料 費

小 農 具 費

2 4 1

1 1 5

1．5 0 0

2 2

1，9 舶

4 7

7 8 4

1 1 0

依　 却　　 費 2 ．5 2 4 2 占，4 8 4 8 ，2 5 8 ム 4 5 4 ス 占5 5 1，9 5 8 2 4 ，0 8 4 1号8 4°

労　 働　　 費 8 ，8 0 0 1 2 ，7 85 2 1，8 1 5 1 5 0，5 0 0 2 ス ‘7 5 5 乙 8 5 0 2乙 9 8 5 2 占．5 8 8 7 0．14 0 仏 1 50

費　 用　　 計 （再 5 ス 2 9 5 2 4 ，14 5 4 5 ，4 0 2 2 4 0，0 6 0 4 2 ．7 8 0 5 1，4 1 5 5 5 ．1 5 5 5 1，8 0 8 1 1 4 ．0 9 占 1 5 1，7 4 7

（ 内　 自　 給　 費 ） （14 ，2 8 9 ）（12 ．7 d 5 ） （2 8 ．2 9 9 （1 5 4 ，0 0 0 ） （2 7こ占7 5 ） （5 7：8 9 0 （2 4 ，5 2 q ）（5 1．0 5 の （8 2 ，8 8 0）（1 15 ，2 9 9 ）

流
包　 装　　 費 ト 7 5 4 ，0 8 0 1 4 ，5 8 0 4 2 ．ロD O 1 占，5 9 8 2 4 ，8 9 4 2 5 ．7 8 8 2 8 ．10 0 賦 課 金

通 運　　　　　 賃 8 ．0 0 0 笑 D O O 5 5 ，0 0 0 1 0．8 0 0 16 ，2 0 0 1 5 ，4 8 0 1 8 ，2 8 8 4 ．2 8 0

費 手　 数　　 料 7 0 0 0 雪 9 0 0 5 8 ．8 2 5 1 0・8 7 5 l 2 4 ，4 8 9 1 8 ，5 9 4 1 笑5 8 8

流　 通　　 計　 ㈹ 1 1．8 7 5 1具 0 8 ロ 5 5 ．4 8 0 1 5 5 ，8 2 5 5 8 ，2 7 1 d 5 ，5 8 5 5 5 ，d d 2 8 5 ，77 占 4 ，2 8 0

経　 費　 総　 計 ㈹ 4 8 ，9 7 0 4 5，2 2 5 7 8 ．8 8 2 5 7 5 ，8 8 5 8 1，0 5 1 1 18 ，9 7 6 1 0 8 ，8 1 5 1 1 ス5 8 4 1 1 8 ．5 5 （～ 1 5 1，7 4 7

1 0 a 当 り 所 得 ㈹ 15 ，5 1 9 2 5 ，5 4 2 2 8 ．8 5 5 2 2 ス 5 15 5 5 ，6 2 4 7 5，7 14 4 8 ．d 5 5 d 究 d 5 2 1 2 2 ，5 2 4 5 0，5 5 2

〝　 労 働 時 間 4 4 ．0 8 5 ．1 1 4 4 ．1 8 7 0．0 7 8 4 ．0 2 1 R J 1 5 5．2 1 7 7 5 4 8 7 d 4 4 1，0

ダイズ壌化病の発生と減収実感

第1報

香川　寛・那須　嬢正
（＊青森県農業試験場

1ま　え　が　き

ダイズ感化病は北海道において昭和26年ころから

発病が認められ，その後アブラムシにより伝播される

ウィルス病であることが確認された。青森県において

は，昭和4d年に発病が確認された。本病は収量・品質

に及ぼす影響が大きく，発生面積の拡大とともにダイ

ズ栽培上の重要問題となっている。昭和4d年から2

＊＊　　　　　　　　＊＊

佐藤　久六・柳田　雅芳
＊＊青森県畑作園芸試験場）

カ年にわたり調査した結果明らかとなった事項を報告

する。

2　発生実態調査

県内における発生分布

4d年9月上旬に下北机上北都及び三戸郡，9月下

旬に東津軽都を・更に10月上旬に上北札三戸郡を

対象に・圃場を任意に設定し巡回調査した。その結果


